
揖保川流域委員会 

第２回 流域社会分科会 審議結果速報 

 ◆日時：平成１５年２月７日（金）（１４：００～１７：００） 

 ◆場所：龍野市 西はりま青少年館 １Ｆ ホール 

分科会の主な内容 

１．揖保川の歴史・文化について 

 森本委員、増田委員、進藤委員より揖保川の歴史・文化について話題提供があり、引き続き質

疑応答が行われました。 

・森本委員：揖保川上流域（特に山崎町）の歴史、揖保川の水運（筏流し、高瀬舟、渡し舟）、

川漁と川遊びについて 等 

・増田委員：姫路市網干地域の学校と連携して取り組んでいる郷土歴史教育活動の紹介、高瀬

舟の運航と下流地域の発展について 等 

・進藤委員：「畳堤」整備の経緯・現状、当時取り組まれた行政・地域住民とのパートナーシ

ップについて 等 

２．人と河川との関わりのあり方について 

 上記の「揖保川の歴史・文化について」、及び「人と河川との関わりのあり方について」の内容

を合わせ、意見交換が行われました。 

３．流域社会と河川整備のあり方について 

 揖保川の治水・利水に関する情報提供として、河川管理者より以下の説明がありました。 

  (1) 引堤事業について 

  (2) 利水について(農業用水、工業用水) 

 次に、説明に関する質疑応答と、流域社会と河川整備のあり方に関する意見交換が行われまし

た。 

４．提言に盛り込む内容について 

 上記「１」「２」「３」において委員から出された意見を踏まえ、提言に盛り込む内容について、

次回の分科会で引き続き討議することとなりました。 

５．次回の分科会について 

 次回の委員会までにもう１回分科会を開催することとなりました。実施時期は、委員の日程調

整を行い２月下旬～３月上旬（予定）に行うこととなりました。 

６．傍聴者からの発言 

 １名の傍聴者から、堤防上の道路の整備、川に親しむ場所としての揖保川の利用について発言

がありました。 

 


